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自然との共存を図りながら 
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私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます 
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「奈良まほろばソムリエ検定」が１月14日に行われる事がかなりの

方々に浸透し県外の人も含め第１回試験に2,500人ほどおられて、締め切

りまでどれだけ受験者が増えるのか、今大変興味をもって見守っており

ます。

私も公式テキストブック～奈良大和路の歴史と文化～を購入し、就寝

前に時折気軽に読んでいます。

奈良の自然（地理）、歴史にはじまり、神社仏閣、史跡、伝統文化など

など、受験されるかどうかは別としても是非読んでいただきたい本だと

推薦いたします。

今、奈良の観光のあり方の中で「もてなしの心」云々が時折言われて

おりますが、自分がどれだけ「奈良通」であるかという事も一つの尺度

であるとおもい、トライしようと申し込みました。

一人でも多くの「ソムリエ」が誕生することを願っております。

代表取締役社長 近東　宏光
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奈
良
と
言
え
ば
、
天
平
の
古
都
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
る
、「
古
都
奈
良
の

社
寺
」
に
し
て
も
、
奈
良
時
代
創
建

の
も
の
が
多
く
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー

ジ
と
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
実
際
に
奈

良
の
古
社
寺
の
建

物
を
見
て
い
く
と
、

鎌
倉
時
代
の
建
物

が
少
な
く
な
い
。 

具
体
的
に
見
て

み
よ
う
。
興
福
寺

だ
と
、
北
円
堂
、
三

重
塔
が
鎌
倉
時
代

の
建
造
で
、
五
重

塔
や
東
金
堂
な
ど

は
室
町
時
代
の
建

築
だ
。
ま
た
、
東
大

寺
に
は
、
正
倉
院

を
は
じ
め
、
法
華

堂
（
三
月
堂
）
や
転

害
門
の
よ
う
に
、
奈

良
時
代
の
建
物
も

残
さ
れ
て
い
る
が
、

開
山
堂
、
鍾
楼
、
そ

れ
に
南
大
門
と
、

鎌
倉
時
代
の
も
の

が
や
は
り
多
い
。

大
仏
殿
も
鎌
倉
は

じ
め
に
再
建
さ
れ

た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
後
に
焼
け
て

江
戸
時
代
に
再
建
さ
れ
た
の
だ
が
。 

南
都
の
寺
に
鎌
倉
の
建
造
物
が
多

い
理
由
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ

う
に
、
源
平
の
争
乱
の
中
、
治
承
四

年
（
一
一
八
〇
）
に
平
重
衡
に
よ
っ

て
南
都
が
焼
き
討
ち
さ
れ
、
興
福
寺
、

東
大
寺
は
一
堂
余
さ
ず
焼
尽
し
た
と

い
う
有
名
な
事
件
に
よ
る
。
そ
し
て
、

重
源
上
人
に
よ
っ
て
東
大
寺
が
復
興

さ
れ
た
こ
と
も
、
ま
た
皆
さ
ん
ご
存

知
だ
ろ
う
。 

鎌
倉
時
代
に
再
建
さ
れ
た
建
物
の

中
で
も
、
大
仏
殿
へ
と
続
く
参
道
に

聳
え
立
つ
東
大
寺
の
南
大
門
は
、
そ

の
豪
壮
な
姿
で
私
た
ち
に
強
い
印
象

を
与
え
て
く
れ
る
。
高
校
の
教
科
書

を
み
る
と
、
こ
の
建
物
の
建
築
様
式

に
つ
い
て
、
大
仏
様
と
い
う
表
現
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
手
も
と
に
あ
っ
た
息
子

の
高
校
時
代
の
教
科
書
に
は
、 

 

鎌
倉
時
代
に
は
新
た
に
大
陸
か

ら
大
仏
様
と
禅
宗
様
が
伝
え
ら

れ
た
。
大
仏
様
は
鎌
倉
時
代
初

め
の
東
大
寺
再
建
に
あ
た
っ
て
、

重
源
が
宋
人
陳
和
卿
の
協
力
を

得
て
用
い
た
様
式
で
、
大
陸
的

な
雄
大
さ
、
豪
放
な
力
強
さ
を

特
色
と
し
、
東
大
寺
南
大
門
が

代
表
的
遺
構
で
あ
る
。 

 と
書
か
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
学
生

時
代
に
は
、
天
竺
様
と
い
う
呼
び
名

が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
記
憶
し
て
お

り
、
今
で
も
両
方
を
併
記
し
て
い
る

教
科
書
も
あ
る
。
教
科
書
に
も
書
か

れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
大
仏
様
（
天

 

 

東
大
寺
南
大
門
の
石
獅
子 

―
南
都
の
宋
代 

 

 

た
い
ら
の
し
げ
ひ
ら 

ち
ょ
う
げ
ん 

ち
ん    

な    

け
い 

て
ん  

じ
く  

よ
う 

だ
い  

ぶ
つ  

よ
う 

東大寺南大門 
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竺
様
）
は
、
重
源
上
人
が
宋
の
陳
和

卿
の
力
を
借
り
て
中
国
南
宋
時
代
の

江
南
地
方
の
建
築
様
式
を
取
り
入
れ

て
で
き
た
も
の
で
、
そ
の
様
式
を
代

表
す
る
の
が
東
大
寺
南
大
門
な
の
だ 

（
他
に
は
兵
庫
県
小
野
の
浄
土
寺
な 

ど
）
。
重
源
自
身
も
何
回
か
宋
に
渡
っ

た
経
験
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
や
っ
と
、
こ
の
文
章
の
主

題
で
あ
る
、
中
国
近
世
の
王
朝
「
宋
」

に
た
ど
り
着
い
た
。
宋
は
九
六
〇
年

に
建
国
し
、
一
一
二
七
年
に
北
方
か

ら
の
女
真
族
の
侵
入
で
中
断
し
た
が
、

中
国
の
南
半
分
を
領
土
と
し
て
、
一

二
七
六
年
に
モ
ン
ゴ
ル
に
滅
ぼ
さ
れ

る
ま
で
続
い
た
（
一
般
的
に
は
一
二

七
九
年
と
さ
れ
る
が
、
一
二
七
六
年

に
都
の
杭
州
が
陥
落
し
、
実
質
的
に

滅
亡
し
て
い
る
）
。
前

半
は
北
宋
、
後
半
は

南
宋
と
呼
ば
れ
る
。

だ
か
ら
、
大
仏
再
建

の
時
期
は
南
宋
時
代

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宋
は
社
会
・
文
化
の

面
で
高
度
の
発
達
を

遂
げ
た
時
代
な
の
だ

が
、
対
外
的
に
弱
か
っ

た
と
い
う
こ
と
か
ら

か
、
日
本
で
は
一
般

的
に
影
が
薄
い
王
朝

だ
。
奈
良
と
の
か
か

わ
り
で
も
、
宋
に
先

立
つ
唐
王
朝
が
、
遣

唐
使
や
正
倉
院
の
宝

物
と
の
関
連
で
縁
が

深
く
、
さ
ら
に
は
長

安
と
平
城
京
の
関
係

な
ど
も
あ
っ
て
、
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
の
と

は
、
だ
い
ぶ
異
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、

南
大
門
が
宋
の
技
術
を
取
り
入
れ
て

作
ら
れ
た
よ
う
に
、
文
化
の
あ
ら
ゆ

る
面
で
、
宋
と
日
本
文
化
と
の
か
か

わ
り
は
深
い
。 

南
大
門
に
も
ど
ろ
う
。
南
大
門
に

は
、
最
近
修
理
の
な
っ
た
金
剛
力
士

像
が
あ
り
、
門
を
く
ぐ
る
人
は
必
ず

足
を
止
め
て
見
入
る
。
た
し
か
に
、

鎌
倉
彫
刻
の
代
表
的
な
作
品
で
、
国

宝
の
中
の
国
宝
と
い
っ
て
も
い
い
も

の
だ
か
ら
、
当
然
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

門
の
裏
側
と
い
う
か
、
北
側
に
左
右

一
対
の
石
の
お
獅
子
が
い
る
の
に
は
、

あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
。
門
の
内
部

に
向
き
合
っ
て
立
っ
て
い
る
金
剛
力

士
と
は
違
っ
て
、
お
獅
子
は
北
、
つ

ま
り
大
仏
殿
の
方
を
向
い
て
い
る
。

こ
の
お
獅
子
は
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
切
手
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
る
石
造
彫
刻
の
名
品
だ
。
そ
し

て
、
奈
良
と
宋
と
の
つ
な
が
り
を
今

日
に
伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
実
物
資

料
で
も
あ
る
。
大
仏
殿
の
側
か
ら
向
っ

て
左
は
、
台
座
を
入
れ
る
と
高
さ
三

二
二
セ
ン
チ
、
右
は
同
じ
く
三
〇
三

セ
ン
チ
、
い
ず
れ
も
が
口
を
開
い
た

阿
形
で
、
台
座
に
は
、
牡
丹
や
葡
萄
、

蓮
華
文
、
さ
ら
に
は
、
玉
取
り
獅
子

（
左
）
や
迦
陵
頻
伽
（
右
）
な
ど
が

刻
さ
れ
て
い
る
。
（
『
南
都
六
大
寺

大
観
』
に
よ
る
） 

こ
の
お
獅
子
に
つ
い
て
、
『
東
大

寺
造
立
供
養
記
』
と
い
う
文
献
に
は
、

建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
の
こ
と
と

し
て
、「
中
門
石
獅
子
、
堂
内
石
脇
士
、

同
四
天
像
は
、
宋
人
の
字
六
郎
な
ど

四
人
が
造
っ
た
、
日
本
国
の
石
で
は

作
れ
な
い
の
で
、
大
唐
（
こ
の
場
合

は
中
国
の
意
味
）
に
費
用
を
送
っ
て

買
い
求
め
さ
せ
た
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
中
門
と
あ
る
が
、
の

ち
に
中
門
は
焼
失
し
て
お
り
、
そ
の

時
に
現
在
の
南
大
門
に
移
さ
れ
た
の

が
、
現
在
の
お
獅
子
だ
と
さ
れ
て
い

る
（
異
論
も
あ
る
）
。
一
緒
に
作
ら

れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
石
の
脇
士
と

四
天
像
は
、
現
在
で
は
残
さ
れ
て
い

な
い
。 

作
者
と
さ
れ
る
「
字
六
郎
」
と
い

う
の
は
、
お
そ
ら
く
は
「
字
（
あ
ざ

な
＝
通
称
）
は
六
郎
」
と
読
み
、
兄

弟
の
（
も
し
く
は
一
族
の
同
世
代
の
）

六
番
目
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
室
生

の
大
野
寺
弥
勒
摩
崖
仏
も
六
郎
た
ち 

か 

り
ょ
う 

び
ん   

が 

あ 

ぎ
ょ
う 

と
う  

だ
い 

わ
き
　
じ 

じ  

ぞ
う 

り
ゅ
う 

く   

よ
う  

き 

金剛力士像 

石獅子（左） 石獅子（右）の頭部 

石獅子（左）の頭部 

石獅子（右） 
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に
よ
る
建
造
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
時
代
に
南
都
の
復
興
に
か
か

わ
っ
た
宋
の
人
は
、
陳
和
卿
や
こ
の

六
郎
だ
け
で
は
な
い
。
建
長
六
年
（
一

二
五
四
）
に
三
月
堂
（
法
華
堂
）
の

前
の
六
角
型
石
灯
籠
（
重
要
文
化
財
）

を
寄
進
し
た
伊
行
末
と
い
う
人
が
い

る
。
こ
の
人
に
つ
い
て
は
、
息
子
の

伊
行
吉
が
父
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め

に
、
正
元
二
年
（
一
二
六
〇
）
に
建

造
し
た
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ

る
笠
塔
婆
が
、
現
在
般
若
寺
の
境
内

に
立
っ
て
い
る
（
重
要
文
化
財
）
。 

そ
こ
に
書
か
れ
た
記
文
に
よ
れ
ば
、

伊
行
末
は
明
州
（
現
在
の
浙
江
省
寧

波
）
か
ら
来
日
し
、
大
仏
殿
の
石
壇

や
回
廊
、
諸
堂
の
石
垣
の
建
造
に
あ

た
り
、
東
大
寺
の
再
建
に
多
く
の
貢

献
を
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
般

に
は
、
六
郎
＝
伊
行
末
と
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
参
照
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
文
献
の
か
ぎ
り
で
は
、
確
た
る

根
拠
は
な
い
よ
う
だ
。
宋
か
ら
来
日

し
た
人
は
多
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、

べ
つ
に
同
一
人
物
と
す
る
必
要
も
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
伊
は
中

国
人
の
姓
に
は
な
い
か
ら
、
尹
か
ら

来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
中
国
で

は
普
通
は
父
の
名

前
の
文
字
は
子
供

は
用
い
な
い
（
と

い
う
よ
り
用
い
て

は
い
け
な
い
）
の

で
、
行
の
字
が
重

な
っ
て
い
る
の
が

気
に
な
る
。 

伊
氏
は
、
そ
の

子
孫
が
代
々
南
都

を
中
心
に
石
造
物

の
建
造
に
あ
た
り
、

室
町
時
代
に
ま
で

続
い
た
と
い
う
。

現
在
に
名
前
を
伝

え
ら
れ
て
い
る
か

ど
う
か
は
別
に
し

て
、
多
く
の
宋
人

技
術
者
が
日
本
に

渡
来
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
最
近
出
版
さ
れ
た
、
大
和

郡
山
市
教
育
委
員
会
の
山
川
均
さ
ん

の 

『
石
造
物
が
語
る
中
世
職
能
集

団
』（
山
川
出
版
社
　
日
本
史
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
）
は
、
多
く
の
石
造
物
を
残

し
た
宋
人
の
職
人
た
ち
（
あ
る
い
は

そ
の
子
孫
た
ち
）
の
活
動
の
後
を
、

現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
丹
念
に
紹
介

し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
参
照
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。 

遣
唐
使
の
廃
止
は
国
家
使
節
の
往

来
の
中
断
に
す
ぎ
ず
、
両
国
の
間
の

人
的
物
的
往
来
の
途
絶
で
は
な
い
。

中
国
に
お
け
る
商
業
の
発
展
と
航
海

術
の
発
達
は
、
前
代
に
ま
さ
る
日
中

間
の
往
来
を
出
現
さ
れ
て
い
た
。
宋

に
続
く
元
王
朝
時
代
の
日
中
関
係
に

つ
い
て
は
、
筆
者
も
書
い
た
こ
と
が

あ
り
、
元
寇
の
た
め
に
断
絶
的
に
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
日
元
の
間
だ
が
、

さ
か
ん
な
民
間
の
交
流
が
存
在
し
て

い
る
。 

お
も
し
ろ
い
の
は
、
現
在
南
大
門

に
あ
る
お
獅
子
が
ど
こ
の
石
で
作
ら

れ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
問
題
が
未

解
決
な
こ
と
だ
。
上
で
引
い
た
『
東

大
寺
造
立
供
養
記
』
に
は
、
中
国
の

石
で
作
ら
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
の

だ
が
、
山
川
さ
ん
は
、
自
身
の
現
地

調
査
を
踏
ま
え
て
、
中
国
福
建
省
泉

州
の
石
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま

ニ
ン 

ポ
ー 

三月堂／六角型石灯籠 
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た
、
雑
誌
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
の
今
年

九
月
号
に
載
っ
て
い
る
、
谷
垣
財
務

大
臣
と
の
座
談
会
で
、
鹿
児
島
大
学

の
高
津
孝
さ
ん
は
、
中
国
の
寧
波
で

の
石
造
物
調
査
の
際
の
報
告
と
し
て
、

寧
波
で
は
同
地
で
産
出

す
る
梅
園
石
が
東
大
寺

の
石
獅
子
の
材
料
だ
と

さ
れ
て
い
る
と
紹
介
し

て
い
る
。
泉
州
に
し
て

も
寧
波
に
し
て
も
、
日

中
の
往
来
に
用
い
ら
れ

た
代
表
的
な
港
だ
か
ら
、

そ
こ
か
ら
石
が
運
ば
れ

た
と
し
て
も
不
思
議
は

な
い
。
一
方
で
、
『
南
都
六

大
寺
大
観
』
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

千
葉
大
学
の
調
査
で
は
、
材

料
と
な
っ
て
い
る
石
は
近
畿

地
方
で
も
産
出
す
る
石
だ
と

判
定
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
も

そ
も
、
こ
の
お
獅
子
が
『
東

大
寺
造
立
供
養
記
』
に
記
載

さ
れ
て
い
る
中
門
の
石
獅
子

な
の
か
ど
う
か
も
含
め
て
、

謎
は
深
い
。 

こ
の
東
大
寺
の
石
獅
子
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
文
献

が
と
ぼ
し
く
、
川
勝
政
太
郎
氏

や
西
村
貞
氏
が
昔
に
書
か
れ

た
鎌
倉
時
代
の
宋
人
石
工
に

つ
い
て
の
論
文
が
、
ず
っ
と
長

い
間
の
基
本
文
献
と
な
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
八
月
に
な
っ

て
山
川
均
さ
ん
の
本
が
出
た
。
ま
た
、

石
の
原
産
地
に
つ
い
て
高
津
孝
さ
ん

が
発
言
さ
れ
て
い
る
座
談
会
の
載
っ

た
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
が
店
頭
に
並
ん

だ
の
も
八
月
末
だ
っ
た
。 

今
、
日
本
海
や
東
シ
ナ
海
を
取
り

巻
く
地
域
空
間
で
の
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
、

文
化
の
移
動
に
つ
い
て
、
学
界
の
関

心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
座
談
会

は
、
文
部
科
学
省
の
特
定
領
域
研
究

「
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝

統
文
化
の
形
成
―
寧
波
を
焦
点
と
す

る
学
際
的
創
生
」
に
関
連
し
て
の
も

の
だ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

寧
波
を
焦
点
と
し
て
中
国
の
沿
海
部

の
歴
史
・
文
化
・
社
会
の
現
地
調
査

と
研
究
を
お
こ
な
い
、
日
本
文
化
の

形
成
の
源
流
を
探
ろ
う
と
い
う
も
の

で
、
一
四
〇
名
を
こ
え
る
研
究
者
が

組
織
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
交
流
の
中
で
宋
代
は
大
き
な
比

重
を
占
め
る
。
東
大
寺
を
は
じ
め
奈

良
に
も
宋
時
代
の
中
国
と
か
か
わ
り

の
あ
る
文
物
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
最

初
に
書
い
た
よ
う
に
、
南
都
復
興
の

大
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
鎌
倉
は
じ

め
と
い
う
の
は
、
中
国
で
は
南
宋
時

代
に
当
た
る
の
だ
か
ら
。 

多
く
の
文
化
財
が
ひ
し
め
く
東
大

寺
の
中
で
は
、
あ
ま
り
参
観
者
の
目

に
は
と
ま
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
お

獅
子
だ
が
、
そ
う
し
た
交
流
を
具
体

的
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
も
の
と
し

て
、
ふ
た
た
び
注
目
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
わ
け
だ
。
こ
れ
を
お
読
み
く

だ
さ
っ
た
方
々
も
、
次
に
大
仏
殿
や

南
大
門
に
お
出
か
け
の
機
会
に
は
、

ぜ
ひ
こ
の
石
の
お
獅
子
に
目
を
留
め

て
い
た
だ
き
た
い
。 
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ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

（
一
七
〇
六
―
九
〇
年
）
と
い
え
ば
、

稲
妻
と
電
気
の
同
一
性
を
発
見
し
、

凧
を
あ
げ
て
実
験
を
行
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
面

か
ら
い
え
ば
彼
は
科
学
者
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
し
か
し
、
彼
の
顔
は
多

面
的
で
、
同
時
に
出
版
業
者
で
あ
り
、

哲
学
者
、
経
済
学
者
、
政
治
家
、
そ

し
て
何
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義

の
育
て
の
親
で
あ
っ
た
。 

　
こ
ん
に
ち
彼
の
こ
と
を
知
る
に
は

恰
好
の
自
伝
が
あ
る
。
そ
れ
は
岩
波

文
庫
の
赤
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
自
伝
』
（
松
本
慎
一
・

西
川
正
身
訳
）
で
あ
る
。
読
ん
で
み

る
と
彼
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
苦
労
し
、

色
ん
な
こ
と
を
し
な
が
ら
次
第
に
成

長
し
て
い
く
過
程
が
く
わ
し
く
語
ら

れ
て
い
る
。 

　
家
庭
が
貧
し
か
っ
た
故
に
学
歴
を

つ
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
も
っ
ぱ
ら

本
を
読
み
、
良
友
と
交
わ
り
、
勉
強

し
て
実
力
を
つ
け
て
い
く
の
で
あ
る

が
、
そ
の
努
力
は
尋
常
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
五
十
三
歳
の

と
き
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
大
学

よ
り
学
位
を
、
ま
た
五
十
六
歳
の
と

き
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
学
位
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
ま

さ
に
苦
学
力
行
の
人
で
あ
っ
た
。 

　
年
譜
に
よ
る
と
十
二
歳
の
と
き
兄

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
印
刷
所
に
年
季
奉
公

す
、
と
あ
る
。
と
き
に
一
七
一
八
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
後
、
機
会
あ

る
ご
と
に
彼
は
印
刷
と
か
か
わ
り
を

持
つ
が
、
最
初
に
印
刷
の
職
業
に
た

ず
さ
わ
っ
た
の
は
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

十
二
歳
と
い
え
ば
ま
だ
少
年
の
部
類

で
、
大
人
の
世
界
に
は
遥
か
に
届
か

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

　
そ
の
後
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
兄
と
衝

突
し
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー

ク
を
経
て
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
到

着
す
る
。
そ
こ
で
は
当
座
の
糊
口
を

凌
ぐ
に
は
、
や
は
り
手
に
職
を
つ
け

た
印
刷
に
よ
っ
て
し
か
他
に
手
段
は

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
キ
ー
マ
ー
と

い
う
人
の
印
刷
所
で
印
刷
工
と
し
て

雇
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
兄
の
と
こ
ろ
に
は
五
年
ば
か
り
い

た
が
、
兄
弟
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

さ
ほ
ど
給
料
も
上
が
ら
ず
、
何
か
と

い
う
と
意
見
の
食
い
違
い
か
ら
よ
く

喧
嘩
も
し
た
。
そ
し
て
到
頭
意
見
が

合
わ
ず
に
兄
の
と
こ
ろ
を
飛
び
出
し

た
の
だ
が
、
今
こ
そ
自
分
の
印
刷
工

と
し
て
の
技
術
を
発
揮
す
る
と
き
で

あ
っ
た
。 

　
し
か
し
、
年
齢
が
若
か
っ
た
の
と

新
入
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
輩

た
ち
か
ら
色
々
と
嫌
が
ら
せ
や
、
仕

事
の
上
で
も
妨
害
や
い
じ
め
に
会
い
、

職
人
世
界
の
い
や
ら
し
さ
を
い
や
と

い
う
ほ
ど
味
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
止
ま
る
の

か
と
思
わ
れ
た
が
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。 

　
一
七
二
四
年
の
十
二
月
二
十
四
日
、

十
八
歳
の
時
、
ア
メ
リ
カ
を
出
発
し

て
ロ
ン
ド
ン
に
着
き
、
や
は
り
こ
こ

で
も
印
刷
所
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
と
き
の
よ
う
す
を
彼
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

 

　
数
週
間
た
つ
と
、
ウ
ォ
ッ
ツ
が

植
字
部
屋
の
ほ
う
へ
き
て
ほ
し
い

と
言
っ
た
の
で
、
私
は
印
刷
の
連

中
と
別
れ
た
。
す
る
と
植
字
工
た

ち
は
、
ビ
ア
ン
・
ヴ
ェ
ニ
コ
、
つ

ま
り
新
入
り
の
酒
手
と
し
て
五
シ

リ
ン
グ
私
に
要
求
し
た
。
私
は
す

で
に
下
で
印
刷
工
た
ち
に
出
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
ぺ

て
ん
だ
と
考
え
た
。
主
人
も
同
じ

考
え
で
出
す
な
と
言
っ
た
。
（
後

略
） 

 

　
結
局
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
折
れ
て

お
金
を
払
う
こ
と
に
し
た
が
、
職
人

に
と
っ
て
何
が
困
る
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
が

ま
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
え
ら
い
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
こ
の

こ
と
に
よ
り
皆
と
仲
よ
く
な
り
、
勢

力
を
さ
え
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
工
場
内
の
規
則

を
変
え
た
り
、
合
理
的
な
朝
食
の
摂

り
方
も
工
夫
し
、
そ
れ
を
提
案
し
た

り
し
て
よ
ろ
こ
ば
れ
た
り
し
た
。 

　
一
七
二
八
年
二
十
二
歳
の
と
き
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
印
刷
業
を
始
め
た
。

ま
だ
若
か
っ
た
の
で
あ
ま
り
資
本
力

も
な
か
っ
た
が
、
頼
り
に
な
る
の
は

自
分
の
信
念
と
小
さ
い
頃
か
ら
習
得

し
て
き
た
印
刷
の
技
術
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
活
字
を
組
む
い
わ
ゆ
る

植
字
工
と
し
て
の
そ
れ
と
、
機
械
を

動
か
し
て
印
刷
す
る
印
刷
工
と
し
て

の
技
術
で
あ
る
。
こ
の
本
の
中
に
は

活
字
を
組
む
た
め
の
植
字
架
と
い
う

専
門
用
語
の
ス
テ
ッ
キ
と
い
う
こ
と

ば
が
あ
る
か
ら
、
十
八
世
紀
当
時
で

6
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は
か
な
り
進
ん
で
い
た
組
版
技
術
が

ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

　
そ
の
後
、
一
七
三
三
年
二
十
七
歳

の
と
き
、
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
に
印
刷

所
を
経
営
、
前
年
に
は
「
貧
し
い
リ

チ
ャ
ー
ド
の
暦
」
を
出
版
し
た
り
し

て
、
出
版
業
者
と
し
て
も
地
歩
を
固

め
て
い
っ
た
。 

　
印
刷
の
仕
事
だ
け
に
限
ら
な
い
が
、

も
の
を
生
産
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

人
の
二
倍
も
三
倍
も
働
か
な
い
と
食
っ

て
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
は
そ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
熱
っ

ぽ
く
語
っ
て
い
る
。 

 

（
前
略
）
私
た
ち
は
そ
れ
こ
そ
一

所
懸
命
に
や
っ
た
。
判
は
二
つ
折

り
、
大
き
さ
は
、
プ
ロ
・
パ
ト
リ

ア
型
、
活
字
は
本
文
は
パ
イ
カ
（
十

二
ポ
イ
ン
ト
大
の
活
字
）
、
註
は

ロ
ン
グ
プ
リ
マ
ー
（
十
ポ
イ
ン
ト

大
の
活
字
）
だ
っ
た
。
私
が
一
日

に
一
枚
（
両
面
に
二
ペ
ー
ジ
ず
つ

印
刷
す
る
か
ら
、
四
ペ
ー
ジ
分
に

な
る
）
ず
つ
組
み
、
メ
レ
デ
ィ
ス

が
そ
れ
を
印
刷
し
て
行
っ
た
。
翌

日
の
仕
事
の
た
め
に
活
字
の
解
版

が
終
る
の
は
、
た
い
て
い
夜
の
十

一
時
す
ぎ
、
時
に
は
も
っ
と
遅
く

な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
（
後
略
） 

 

　
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
働
き

ぶ
り
は
し
だ
い
に
人
々
に
知
ら
れ
、

信
用
も
厚
く
な
っ
て
い
っ
た
。
当
時
、

印
刷
所
が
三
軒
ば
か
り
あ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
に
共
倒
れ
す
る
だ
ろ
う
と

い
わ
れ
て
い
た
が
、
じ
っ
さ
い
は
そ

う
で
は
な
か
っ
た
。
の
ち
、
数
々
の

要
職
を
歴
任
、
若
き
日
の
夢
を
実
現

さ
せ
た
。 

 

　
一
七
三
七
年
（
31
歳
） 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郵
便
局

長 

　
一
七
四
八
年
（
42
歳
） 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
会
議

員 
　
一
七
五
六
年
（
50
歳
） 

イ
ギ
リ
ス
学
士
院
会
員
に
選

ば
る 

　
一
七
七
五
年
（
69
歳
） 

ア
メ
リ
カ
郵
政
長
官 

　
一
七
八
五
年
（
79
歳
） 

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
総
督
に

選
ば
る 
 

　
参
考
ま
で
に
年
譜
か
ら
少
し
引
用

し
た
が
、
努
力
の
あ
と
は
顕
著
で
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
社
会
的
地
位
に
つ
き
、

州
や
国
の
た
め
に
働
い
て
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

　
さ
て
、
わ
が
国
で
は
ま
だ
印
刷
産

業
に
対
す
る
評
価
は
低
く
、
と
く
に

印
刷
文
化
へ
の
光
の
当
た
り
方
が
少

な
い
。
せ
い
ぜ
い
新
札
発
行
の
と
き

と
か
、
何
か
の
記
念
切
手
が
発
行
さ

れ
る
と
き
に
紹
介
さ
れ
る
程
度
で
、

印
刷
文
化
か
ら
の
叙
勲
者
も
少
な
い
。

こ
の
こ
と
は
自
国
の
文
化
を
み
ず
か

ら
が
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
く
こ
と

で
、
今
一
度
再
認
識
の
感
を
深
く
す

る
の
で
あ
る
。
国
の
印
刷
文
化
を
高

揚
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
こ

と
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

 
フランクリン自伝 松本慎一・西川正身訳 

岩波文庫 
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共
同
精
版
印
刷
株
式
会
社
は
、
財

団
法
人
日
本
情
報
処
理
開
発
協
会
（
Ｊ

Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
よ
り
、
平
成
十
八
年

八
月
八
日
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク

付
与
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
個
人

情
報
保
護
法
が
全
面
的
に
施
行
さ
れ
、

ま
た
、
昨
今
の
個
人
情
報
流
出
事
件

な
ど
、
世
間
の
個
人
情
報
保
護
の
関

心
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

印
刷
業
で
も
あ
り
情
報
加
工
産
業

で
も
あ
る
当
社
に
お
き
ま
し
て
は
、

お
客
様
か
ら
個
人
情
報
を
お
預
か
り

し
、
印
刷
物
な
ど
に
加
工
し
て
い
ま

す
の
で
、
非
常
に
重
要
な
問
題
と
捉

え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
社
は
、

お
客
様
が
安
心
し
て
個
人
情
報
を
預

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、
お

客
様
の
個
人
情
報
を
今
ま
で
以
上
に

適
切
に
取
り
扱
い
で
き
る
よ
う
、
個

人
情
報
保
護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
構
築
い
た
し
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
制
度
と
は
… 
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
制
度
は
、

日
本
工
業
規
格
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｑ 

１
５

０
０
１
　
個
人
情
報
保
護
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
　
要
求
事
項
」

に
適
合
し
て
、
個
人
情
報
に
つ
い

て
適
切
な
保
護
措
置
を
講
ず
る
体

制
を
整
備
し
て
い
る
事
業
者
等
を

認
定
し
て
、
そ
の
旨
を
示
す
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
を
付
与
し
、
事

業
活
動
に
関
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー

ク
の
使
用
を
認
め
る
制
度
で
す
。

当
社
で
は
こ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー

ク
の
付
与
認
定
を
受
け
、
適
切
に

個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
は
当
社
が
審
査
を
受
け
た
頃
よ

り
指
定
機
関
が
増
え
、
認
定
ま
で

の
期
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、（
財
）日
本
情
報
処
理

開
発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.jip
d
ec.jp

/

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 



    

個
人
情
報
と
は
、
個
人
に
関
す
る

情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま

れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記

述
、
又
は
個
人
別
に
つ
け
ら
れ
た
番

号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
、
画
像
若

し
く
は
音
声
に
よ
っ
て
当
該
個
人
を

識
別
で
き
る
も
の
（
当
該
情
報
だ
け

で
は
識
別
で
き
な
い
が
、
他
の
情
報

と
容
易
に
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
に
よ
っ
て
特
定
の
個
人
を
識
別

で
き
る
も
の
を
含
む
）。 

 

�
個
人
情
報
に
含
ま
れ
る 

　
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別

等
、
個
人
を
識
別
出
来
る
情
報 

�
個
人
情
報
に
含
ま
れ
な
い 

　
企
業
情
報
、
企
業
の
代
表
取
締
役

名
個
人
を
識
別
で
き
な
い
情
報 

氏
名
が
含
ま
れ
て
い
な
い
情
報
で

あ
っ
て
も
、
氏
名
番
号
等
の
コ
ー
ド

が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
コ
ー
ド
を

基
に
個
人
を
容
易
に
特
定
で
き
る
よ

う
な
場
合
は
、
個
人
情
報
に
該
当
し

ま
す
。 

※
お
客
様
か
ら
預
か
っ
た
デ
ー
タ

に
氏
名
番
号
が
含
ま
れ
て
お
り
、

氏
名
そ
の
も
の
の
情
報
は
顧
客

が
保
存
し
て
い
る
場
合
で
も
、

顧
客
が
保
存
し
て
い
る
情
報
が

容
易
に
入
手
で
き
照
合
で
き
る

な
ら
、
個
人
情
報
に
該
当
す
る
。 

 

法
人
等
の
役
員
の
情
報
で
、
株
主

総
会
で
配
布
さ
れ
る
事
業
報
告
書
な

ど
に
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
は
個
人

情
報
に
該
当
し
ま
せ
ん
。 

※
法
人
等
の
代
表
取
締
役
の
氏
名

だ
け
で
は
、
個
人
情
報
に
は
該

当
し
な
い
。 



香
芝
市
五
位
堂 
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胃腸に強い刺激を与えず、悪酔い・二
日酔いすることもなく、大和の地酒の
伝統が生きている麗しいうまさです。 

　
江
戸
期
（
一
八
三
〇
年
）
に
創
始

さ
れ
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九

年
）
三
代
目
・
澤
田
定
十
郎
氏
が
、

自
家
の
用
地
で
収
穫
さ
れ
る
良
質
な

米
と
、
健
康
の
霊
水
と
し
て
誉
れ
高

い
金
剛
・
葛
城
山
系
の
伏
流
水
を
ふ

ん
だ
ん
に
用
い
て
大
和
の
地
酒
を
造

り
始
め
ま
し
た
。
奈
良
に
お
け
る
高

級
酒
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
ま

し
た
。 

　
四
代
目
・
澤
田
定
司
氏
は
、
醸
造

学
者
で
も
あ
り
、
酒
蔵
を
守
る
傍
ら

酒
造
り
に
従
事
す
る
蔵
人
た
ち
の
健

康
を
守
る
た
め
、
野
菜
・
果
実
・
穀

類
・
山
野
草
な
ど
を
原
料
に
蔵
に
生

息
す
る
酵
母
菌
を
用
い
て
、
液
体
酵

素
を
醸
成
し
ま
し
た
。
以
来
、
澤
田

酒
造
蔵
か
ら
は
病
人
が
出
な
い
と
評

判
に
な
る
程
だ
と
い
い
ま
す
。 

　
五
代
目
・
澤
田
定
子
氏
は
、
声
楽

家
と
し
て
も
幅
広
く
活
躍
す
る
中
、

酒
蔵
に
眠
っ
て
い
た
植
物
エ
キ
ス
（
酵

素
）
を
「
歓
喜
光
」
と
と
も
に
世
に

送
り
出
し
ま
し
た
。 

　
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
年
）
、

国
際
自
然
医
学
会
の
森
下
敬
一
博
士

が
酒
蔵
を
視
察
さ
れ
た
の
を
機
に
、

液
体
酵
素
を
商
品
化
し
販
売
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

  

　
真
東
に
酒
の
神
様
を
祀
る
三
輪
山

を
望
み
、
真
西
に
霊
峰
二
上
山
を
仰

ぐ
、
歴
史
的
に
も
恵
ま
れ
た
地
に
豊

か
な
お
米
と
お
水
を
使
っ
て
つ
く
ら

れ
る
酒
蔵
が
あ
り
ま
す
。 

　
第
二
回
は
、
醸
造
技
術
を
応
用
し

た
医
食
品
の
分
野
で
も
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
、
澤
田
酒
造
株
式
会
社
様
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

か
ん
き
こ
う 
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澤
田
酒
造
㈱
様
で
は
、
清
酒
「
歓

喜
光
」
の
醸
造
販
売
の
ほ
か
、
酒
造

会
社
な
ら
で
は
の
醗
酵
技
術
を
応
用

し
た
健
康
食
品
「
澤
田
酵
素
」
の
製

造
販
売
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
酵
素
は
人
体
に
欠
か
せ
な
い
物
質

で
、
そ
れ
ら
は
加
齢
と
と
も
に
減
少

し
て
い
く
の
で
外
部
か
ら
手
助
け
し

て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
澤

田
酵
素
は
家
着
き
酵
母
を
元
に
液
体

酵
素
・
ペ
ー
ス
ト
状
酵
素
・
粉
末
酵

素
が
あ
り
ま
す
。 

　
酵
素
の
原
材
料
は
全
一
〇
七
種
類

も
あ
り
、
す
べ
て
自
然
の
植
物
や
海

藻
類
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
原

材
料
は
季
節
に
よ
っ
て
多
少
変
わ
り

ま
す
。
現
在
、
造
り
酒
屋
で
酵
素
の

商
品
化
を
製
造
販
売
さ
れ
て
い
る
の

は
澤
田
酒
造
㈱
様
の
み
で
す
。
大
変

評
判
も
よ
く
、
効
用
は
生
来
備
わ
っ

て
い
る
酵
素
の
手
助
け
、
病
気
の
予

防
や
美
容
に
も
定
評
が
あ
り
ま
す
。 

澤田酒造株式会社 
香芝市五位堂6丁目167番地 
TEL.0745-78-1221　FAX.0745-76-0005 
http://www.bss8.co.jp/sawada/

澤田定子記念音楽院 

本部校　澤田酒造株式会社内 
富雄校　奈良市富雄元町2-3-29 
　　　　　（近鉄富雄駅下車南側すぐ前） 

TEL.090-3996-0407 
　　　　　（音楽院理事・講師松本まで） 
http://www.bss8.co.jp/music2/ 
　　　　　　　　　index.htm

※写真提供：澤田酒造株式会社 

　
五
代
目
の
定
子
氏
は
澤
田
酵
素
を

世
に
送
り
出
し
た
だ
け
で
な
く
声
楽

家
で
も
あ
り
、
宝
塚
音
楽
学
校
教
授

な
ど
を
歴
任
さ
れ
音
楽
方
面
で
も
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
定
子
氏
没
後
、
弟
子
達
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
澤
田
定
子
記
念
音
楽
院
は
、

プ
ロ
を
目
指
す
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
趣
味

の
幅
を
広
げ
る
シ
ニ
ア
ま
で
様
々
な

生
徒
が
通
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
高
度
な
教
育
内
容
は
県
内
外

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

澤田酒造・酒蔵ロマン館にて 



　
奈
良
人
形
一
刀
彫
は
、
平
鑿
だ
け

を
使
い
、
豪
快
な
刀
法
で
彫
刻
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
た
稜
角
の
上
に

金
箔
、
岩
絵
具
等
で
華
麗
な
極
彩
色

を
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
豪
快
な
鑿

の
き
り
あ
と
と
、
繊
細
で
豪
華
な
極

彩
色
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
一
段
と
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。 

　
一
刀
彫
の
原
点
は
一
一
三
六
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
春
日
若
宮
お
ん
祭

り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
お
渡

式
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
田
楽
法
師

の
「
田
楽
笠
」
。
こ
の
花
笠
や
酒
宴

の
席
な
ど
の
盃
台
に
人
形
が
飾
ら
れ

て
い
る
。
（
左
写
真
） 

　
こ
の
よ
う
に
一
刀
彫
人
形
は
祭
礼

用
と
し
て
桧
物
師
岡
野
松
寿
が
創
始

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
江

戸
時
代
末
期
に
生
ま
れ
た
名
匠
森
川

杜
園
に
よ
っ
て
奈
良
人
形
は
芸
術
、

技
術
、
風
格
そ
の
も
の
の
価
値
を
高

め
ら
れ
た
。
能
楽
の
発
祥
地
で
あ
る

「
奈
良
」
に
お
い
て
高
砂
、
猩
々
な

ど
主
体
と
し
た
能
人
形
で
始
ま
り
、

後
に
舞
楽
、
狂
言
、
神
鹿
、
十
二
支
、

雛
人
形
、
具
足
、
等
造
形
に
理
想
を

求
め
、
創
作
、
研
究
さ
れ
現
在
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
。 

 

　
今
回
は
工
房
麦
風
の
鎌
田
麦
風
氏

の
も
と
を
訪
れ
た
。
作
品
を
つ
く
る

に
あ
た
っ
て
、
実
際
に
能
を
見
に
行
き
、

写
真
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
元
に
つ
く

る
そ
う
だ
。
つ
ま
り
取
材
か
ら
始
ま
る
。 

 



　
一
度
彫
っ
て
は
、
様
子
を
見
て
…

の
作
業
に
な
る
の
で
、
彫
り
か
ら
彩

色
ま
で
人
形
の
大
き
さ
に
も
よ
る
が

二
ヶ
月
く
ら
い
か
か
る
と
の
事
。
も

ち
ろ
ん
同
時
進
行
で
た
く
さ
ん
の
人

形
を
手
が
け
る
。
季
節
も
の
の
十
二

支
や
雛
人
形
等
は
行
事
が
終
わ
れ
ば

す
ぐ
に
来
年
に
向
け
て
の
制
作
に
取

り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
体
つ

く
る
だ
け
で
も
月
日
を
要
す
る
が
、

昔
な
が
ら
の
方
法
に
こ
だ
わ
っ
て
、

い
い
も
の
を
つ
く
っ
て
お
ら
れ
る
。 
 

　
伝
統
工
芸
と
言
え
ば
、
弟
子
入
り

し
て
学
び
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ

と
が
多
い
と
い
う
印
象
だ
が
、
麦
風

氏
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
元
々
は
、

彫
刻
家
で
あ
っ
た
が
、
一
刀
彫
に
魅

か
れ
、
二
十
四
〜
二
十
五
歳
頃
か
ら

独
学
で
始
め
た
。
「
彫
り
た
い
も
の

を
彫
る
」
と
い
う
信
念
か
ら
独
創
性

の
あ
る
作
品
も
目
立
つ
。
本
来
、
奈

良
人
形
一
刀
彫
は
全
身
に
絵
付
け
が

施
さ
れ
る
が
、
麦
風
氏
の
作
品
の
中

に
は
、
木
特
有

の
素
朴
さ
・
暖

か
さ
を
表
現
す

る
た
め
、
木
目

を
残
し
て
活
か

し
て
い
る
作
品

も
あ
る
。
ま
た

動
き
の
あ
る
作

品
が
多
い
。
こ

れ
は
彫
刻
家
時

代
に
人
体
の

構
造
を
学
ん

だ
の
で
、
動

き
が
あ
っ
て

も
、
き
ち
ん

と
立
つ
人
形

を
つ
く
ら
れ

る
と
の
事
。

あ
ら
た
め
て
、

麦
風
氏
の
作

品
を
見
る
と
、
命
を
吹
き
込
ま
れ
た

人
形
た
ち
が
今
に
も
舞
い
踊
り
そ
う

だ
。 




